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２
０
１
９
年
12
月
４
日
、
第
２
０

０
回
国
会（
臨
時
会
）に
お
い
て
、「
会

社
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
以

下
、「
改
正
法
」と
い
う
）お
よ
び「
会

社
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関

す
る
法
律
」（
以
下
、「
整
備
法
」
と

い
う
）
が
成
立
し
、
同
月
11
日
、
公

布
さ
れ
た
（
そ
れ
ぞ
れ
令
和
元
年
法

律
第
70
号
お
よ
び
法
律
第
71
号
）。

改
正
法
に
お
け
る
改
正
内
容
は
多
岐

に
わ
た
る
が
、
本
稿
は
、
そ
の
中
で

も
金
融
機
関
が
特
に
知
っ
て
お
く
べ

き
事
項
に
関
し
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
解
説
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

な
お
、
本
稿
に
お
い
て
意
見
に
わ

た
る
部
分
は
、筆
者
の
私
見
で
あ
る
。

ま
た
、
改
正
法
に
よ
る
改
正
後
の
会

社
法
の
全
体
像
を
把
握
す
る
た
め
に

は
、
今
後
明
ら
か
に
な
る
会
社
法
施

行
規
則
お
よ
び
会
社
計
算
規
則
の
改

正
内
容
も
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
点

に
留
意
さ
れ
た
い
。

　

以
下
、
改
正
法
に
よ
る
改
正
後
の

会
社
法
を
「
改
正
後
会
社
法
」
と
い

い
、
改
正
法
に
よ
る
改
正
前
後
で
特

に
変
更
の
な
い
会
社
法
の
条
文
に
つ

い
て
言
及
す
る
場
合
は
単
に
「
法
」

と
い
う
。

一�

　
改
正
法
に
お
け
る
主
な

改
正
内
容
と
施
行
日

　

改
正
法
は
、
法
務
省
の
法
制
審
議

会
（
法
務
大
臣
の
諮
問
機
関
）
に
設

置
さ
れ
た
「
会
社
法
制
（
企
業
統
治

等
関
係
）
部
会
」（
以
下
、「
部
会
」

と
い
う
）
に
お
け
る
調
査
審
議
の
結

果
を
踏
ま
え
た
内
容
で
あ
り
、主
に
、

上
場
会
社
を
念
頭
に
置
い
て
、
そ
の

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
強

化
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
そ
の
典
型
は
、
監
査
役
会
設

置
会
社
（
公
開
会
社
で
あ
り
、か
つ
、

大
会
社
で
あ
る
も
の
に
限
る
）
で

あ
っ
て
株
式
に
つ
い
て
有
価
証
券
報

告
書
の
提
出
義
務
を
負
う
会
社
が
、

社
外
取
締
役
を
１
名
置
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
改
正
で
あ
る
（
改

正
後
会
社
法
３
２
７
条
の
２
）。

　

こ
の
ほ
か
、
改
正
法
に
お
け
る
主

な
改
正
内
容
は
、【
図
表
１
】
の
と

お
り
で
あ
る
。

　

改
正
法
お
よ
び
整
備
法
の
施
行
日

は
、
公
布
日
（
２
０
１
９
年
12
月
11

日
）
か
ら
１
年
６
ヵ
月
以
内
と
さ
れ

て
い
る
（
改
正
法
附
則
１
条
本
文
、

整
備
法
附
則
柱
書
）。
た
だ
し
、
こ

れ
に
は
例
外
が
あ
り
、
株
主
総
会
資

料
の
電
子
提
供
制
度
の
創
設
お
よ
び

こ
れ
に
伴
う
整
備
法
に
よ
る
社
債
、

株
式
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
（
以

下
、「
振
替
法
」
と
い
う
）
の
改
正

な
ら
び
に
会
社
の
支
店
の
所
在
地
に

お
け
る
登
記
の
廃
止
は
、
施
行
日
が

公
布
日
か
ら
３
年
６
ヵ
月
以
内
と
さ

れ
て
い
る（
改
正
法
附
則
１
条
但
書
、

整
備
法
附
則
３
号
）。

　

こ
れ
ら
の
施
行
日
は
、
政
令
に

よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
が
、
原
則
的
な

施
行
日
で
あ
る
公
布
日
か
ら
１
年

６
ヵ
月
以
内
と
は
、
２
０
２
０
年
後

半
頃
～
２
０
２
１
年
前
半
頃
で
は
な

い
か
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、

例
外
的
な
施
行
日
は
、
特
に
、
株
主

総
会
資
料
の
電
子
提
供
制
度
の
創
設

に
関
し
て
証
券
保
管
振
替
機
構
に
お

金
融
機
関
が
知
っ
て
お
き
た
い
令
和
元
年
改
正
会
社
法
の
概
要

今
月
の
解
説
①

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
・
毛
利
・
友
常
法
律
事
務
所 

弁
護
士　

塚
本 

英
巨
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本
稿
は
、
筆
者
ら
が
講
師
を
務
め

た
金
融
機
関
向
け
の
債
権
法
改
正
セ

ミ
ナ
ー
等
に
お
い
て
、
数
多
く
の
事

前
質
問
や
当
日
質
問
を
受
け
る
中

で
、
特
に
関
心
が
高
い
と
思
わ
れ
る

事
項
に
つ
い
て
、
解
説
す
る
も
の
で

あ
る
。
な
お
、
意
見
に
わ
た
る
部
分

に
つ
い
て
は
、
筆
者
ら
の
個
人
的
見

解
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
本
稿
に
お

い
て
、
平
成
26
年
５
月
26
日
に
成
立

し
た
「
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」
に
よ
り
改
正
さ
れ
た
後
の
民
法

を
改
正
民
法
と
い
う
。
ま
た
、
質
問

は
実
際
に
寄
せ
ら
れ
た
内
容
を
ベ
ー

ス
に
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
保
証
に
関
す

る
質
問
が
76
％
を
占
め
て
い
る
点
が

特
徴
的
で
あ
っ
た
。
改
正
民
法
の
保

証
人
保
護
の
方
策
強
化
に
関
す
る
改

正
事
項
に
よ
り
、
保
証
契
約
が
無
効

ま
た
は
取
り
消
さ
れ
る
お
そ
れ
が
生

じ
得
る
も
の
の
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
ケ
ー
ス
が
そ
れ
に
当
た
る
か
に

つ
い
て
、
明
確
な
解
釈
が
見
当
た
ら

な
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
も
の
と
考

え
る
。

一�

　
保
証
意
思
宣
明
公
正
証
書

の
作
成
が
必
要
と
な
る
場
合

１�　
「
事
業
の
た
め
に
負
担
し
た

貸
金
等
債
務
」
の
該
当
性
に
関

す
る
質
問

Ｑ１　

当
金
融
機
関
で
は
、
店
舗
、
ア

パ
ー
ト
併
用
住
宅
の
建
設
資
金
の
借

入
申
込
み
が
あ
る
場
合
、
融
資
可
能

対
象
は
住
宅
部
分
の
建
設
資
金
の
み

と
し
、
店
舗
、
ア
パ
ー
ト
部
分
の
建

設
資
金
は
融
資
可
能
対
象
か
ら
除
外

し
て
い
る
。融
資
商
品
は「
住
宅
ロ
ー

ン
」
と
し
て
取
り
扱
い
、
実
務
上
は

請
負
契
約
書
の
確
認
や
建
築
面
積
の

按
分
計
算
等
で
融
資
可
能
対
象
の
金

額
を
算
出
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
取

扱
い
で
も
「
事
業
融
資
」
と
判
定
さ

れ
る
か
。ま
た
、こ
う
し
た
住
宅
ロ
ー

ン
の
取
扱
い
に
お
い
て
連
帯
保
証
人

や
物
上
保
証
人
が
存
在
す
る
場
合
、

保
証
意
思
宣
明
公
正
証
書
の
作
成
は

必
要
と
な
る
か
。

Ｑ２　

個
人
の
居
住
用
不
動
産
を
購
入

ま
た
は
新
築
す
る
た
め
に
負
担
し
た

貸
金
等
債
務
は
「
事
業
の
た
め
に
負

担
し
た
貸
金
等
債
務
」
に
該
当
し
な

い
と
解
さ
れ
る
が
、
そ
の
居
住
用
不

動
産
が
店
舗
、
事
務
所
、
賃
貸
部
分

の
併
用
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
該

当
す
る
か
。
こ
の
場
合
、
居
住
用
部

分
が
延
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
あ

る
場
合
は
住
宅
ロ
ー
ン
の
取
扱
い
と

な
る
か
。

Ｑ３　

債
務
者
が
子
（
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
）、保
証
人
（
父
親
・
個
人
事
業
者
）

の
場
合
に
、
子
が
店
舗
併
用
住
宅
の

融
資
を
申
し
込
み
、
そ
の
併
用
住
宅

で
保
証
人
で
あ
る
父
親
が
事
業
を
営

む
場
合
、
こ
れ
は
子
本
人
の
事
業
資

金
で
は
な
い
が
、
事
業
資
金
と
み
な

さ
れ
、
公
正
証
書
の
作
成
が
必
要
と

な
る
か
。

Ｑ４
　
投
資
用
マ
ン
シ
ョ
ン
は
非
事
業

か
。

Ａ１
　
い
わ
ゆ
る
ア
パ
ー
ト
ロ
ー
ン

は
、「
事
業
の
た
め
に
負
担
し
た
貸

金
等
債
務
」
に
該
当
す
る
と
解
さ
れ

て
い
る
（
注
１
）。
店
舗
・
ア
パ
ー

ト
と
併
用
さ
れ
る
住
宅
へ
の
ロ
ー
ン

は
、店
舗
・
ア
パ
ー
ト
部
分
へ
の
ロ
ー

ン
と
住
宅
部
分
へ
の
ロ
ー
ン
と
が
明

債
権
法
改
正
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

～
実
務
か
ら
の
質
疑
応
答
～

村
田
・
若
槻
法
律
事
務
所 

弁
護
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一　
は
じ
め
に

　

近
年
、
中
小
企
業
の
経
営
者
に

と
っ
て
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化

は
最
大
の
課
題
で
す
。
２
０
１
９
年

版
の
中
小
企
業
白
書
で
は
、「
新
時

代
を
視
野
に
入
れ
、
①
経
営
者
の
世

代
交
代
と
、
②
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
に
期
待
さ
れ
る
自
己
変
革
」

が
重
要
と
さ
れ
て
お
り
、
②
の
「
自

己
変
革
」
の
中
に
は
「
構
造
変
革
へ

の
対
応
（
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
）」

へ
の
挑
戦
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
い
う
、「
デ
ジ
タ
ル
化
」と
は
、

今
ま
で
の
シ
ス
テ
ム
化
、
電
子
化
と

は
何
が
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　

シ
ス
テ
ム
化
と
は
社
内
の
業
務
に

対
し
て
、
い
わ
ゆ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化

（
独
自
開
発
含
む
）
さ
れ
た
情
報
シ

ス
テ
ム
等
を
自
社
に
導
入
し
た
り
、

古
い
シ
ス
テ
ム
を
刷
新
し
た
り
す
る

こ
と
を
指
し
、
電
子
化
と
は
手
作
業

だ
っ
た
業
務
を
自
動
化
す
る
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。
一
方
で
、「
デ
ジ
タ

ル
化
」
と
は
単
に
情
報
シ
ス
テ
ム
を

入
れ
替
え
る
、
電
子
化
す
る
と
い
う

だ
け
で
は
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
そ
の
も

の
を
デ
ジ
タ
ル
の
力
を
使
っ
て
刷
新

す
る
場
合
に
使
い
ま
す
。
ま
た
、「
Ｄ

Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）」
と
い
う
言
葉
も
最

近
は
よ
く
聞
き
ま
す
。
元
々
は
２
０

０
４
年
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ウ
メ
オ

大
学
の
エ
リ
ッ
ク
・
ス
ト
ル
タ
ー
マ

ン
教
授
が
提
唱
し
た
と
さ
れ
る
言
葉

で
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
浸
透
が
、
人
々
の

生
活
を
あ
ら
ゆ
る
面
で
よ
り
良
い
方

向
に
変
化
さ
せ
る
」
と
い
う
概
念
で

す
。
現
在
の
使
わ
れ
方
と
し
て
は
、

単
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
デ
ジ
タ
ル
技
術
）
を

活
用
し
て
新
し
い
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
組
織
に
お
け
る
仕

事
そ
の
も
の
や
、
プ
ロ
セ
ス
、
文
化
・

風
土
ま
で
変
革
す
る
こ
と
を
意
味
す

る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
経
済
産

業
省
が
２
０
１
８
年
に
発
表
し
た

「
Ｄ
Ｘ
レ
ポ
ー
ト
」
で
は
、「
２
０
２

５
年
の
崖
」
と
呼
ば
れ
る
状
況
が
あ

り
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、

組
織
の
種
類
・
サ
イ
ズ
を
問
わ
ず
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
ベ
ー
ス
と
し
た
Ｄ
Ｘ

が
あ
ら
ゆ
る
組
織
（
中
小
企
業
を
含

む
）
で
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

二　
中
小
企
業
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ

　

企
業
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
改
革

を
実
施
し
よ
う
と
し
た
場
合
、
企
業

サ
イ
ズ
の
大
小
は
大
き
く
影
響
し
ま

す
。
例
え
ば
、
メ
ガ
バ
ン
ク
が
Ｄ
Ｘ

を
実
施
し
よ
う
と
し
た
場
合
、
大
き

な
決
断
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
も

そ
も
、
行
内
に
構
築
し
た
様
々
な
シ

ス
テ
ム
は
膨
大
な
費
用
と
時
間
を
か

け
て
構
築
し
て
き
た
も
の
で
す
。
そ

れ
ら
を
一
気
に
刷
新
す
る
こ
と
は
現

実
的
で
は
な
く
、
計
画
を
立
て
複
数

年
に
わ
た
る
時
間
と
大
き
な
予
算
を
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